
                                                              

                                 

  

                                 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                        

 

                                     

 

  

 

 

  

日 曜日 予   定 

１ 土  

２ 日  

３ 月  

４ 火 保育参観  個人面談（全保護者対象） 

５ 水     

６ 木 避難訓練（全園児） 

７ 金 誕生会（年少組） 

８ 土  

９ 日  

10 月  

11 火 誕生会（満 3歳児・年長組） 

12 水 みどりの広場  職員会  

13 木 誕生会（年中組） 

14 金 身体測定（２歳児） 

15 土  

16 日  

17 月 海の日 

18 火  

19 水  

20 木 みんなで大掃除 

21 金 １学期終業式 

22 土  

23 日  

24 月 夏季休業（～8／２３） 

25 火  

26 水  

27 木  

28 金  

29 土 みどりの集い（1年生） 

30 日  

31 月  

《 せいかつ 》 
暑さから自分の体を守りましょう。 

（帽子をかぶる、進んで水分補給をする）  

 
《 仲よしあそび 》 
・夏ならではの遊びを十分に楽しむ。 

（泡遊び、プール遊びなど） 

・様々な素材や用具を使って造形遊びを楽しむ。 

・夏の行事に触れ、イメージを広げて遊ぶ。 

 （笹飾り、宇宙ごっこなど） 

 

◇２４日(木) ２学期始業式  

◇２５日(金) 身体測定 

◇２９日(火) 避難訓練（2歳児） 

◇３０日(水) みどりの広場 

 

≪保育参観≫ 

・４日(火)男児の保護者 

・５日(水)女児の保護者 

※詳細については以前配布したプリントをご確認 

ください。 

≪個人面談≫ 

・４日(火)～７日(金)（全保護者対象） 

※6 月 12 日付けの『決定版』をご確認ください。 

 

 

 

令和５年７月みどり幼稚園 

《 ７ 月 の 予 定 》  

 

 

今 月 の 保 育 内 容 

さ く ら組 
・教師や友だちと一緒に水遊びを楽しむ。 

・教師に手伝ってもらいながら、一緒に身の回りのことをしようとする。 

年 少 組 

・水、砂、泥などの感触を存分に楽しみながら、友だちと一緒に遊ぶ。 

・夏の生活の仕方を知り、身の回りのことを自分でしようとする。 

・夏野菜の生長に興味を持ち、収穫したり食べたりすることを喜ぶ。 

年 中 組 

・夏の遊びや生活に必要なことが分かり、自分から進んで行う。 

・いろいろな水遊びに興味を持ち、水のおもしろさや気持ち良さを感じながら遊ぶ。 

・夏ならではの遊びを経験する中で、思ったことや感じたことを教師や友だちに伝える。 

年 長 組 

・プール遊びの約束を守り、自分なりの目当てを持って楽しむ。 

・七夕や宇宙に興味や関心を持ち、友だちとイメージを膨らませながら遊ぶ。 

・収穫した野菜の大きさや形、色、匂い、数、味などに興味や関心を持つ。 

 

《  経 験 内 容  》 

 

実家庭配付 

８月の主な予定 

 

 

お知らせ 

～インターンシップの受け入れをします～ 

・7/ 4（火）～7/ 6（木）庄内農業高校 

・7/ 5（水）～7/ 7（金）鶴岡工業高校 

・7/25（火）～7/27（木）鶴岡中央高校 

・7/31（月）～8/ 7（月）鶴岡東高校 

１学期も終盤に入ります。本格的な夏が、もうすぐそこまで来ています。 

 ６月の子どもたちは、遊びも大変活動的です。園庭で鬼ごっこやサッカーをして

走り回っている子たち、砂場でこだわりの水路づくりに力を合わせている子たち、

教室でダンゴムシやカタツムリ・ザリガニを愛でている子たち。それぞれが興味・

関心を持ったことに、夢中になって取り組む姿を見て、こうした「自分から身の周

りの物事に向かう気持ち」の大切さを感じます。これからの成長段階で、様々なこ

とを学んでいくために、とても重要な「主体性」の芽が、“遊び”という子どもたち

の日常生活活動の中で、育まれていることが実感されます。 

 そのような園活動の中、６月２２日（木）に第六学区コミセンで行われた「高齢

者との交流会」に、年長の園児たちが参加しました。当日は、２０名以上の地域の

高齢者の方々が、子どもたちといろいろな活動を楽しんでくださいました。緊張気

味だった子どもたちも、元気な歌のプレゼントやゲームを通して笑顔になり、後半

の交流遊びでは、高齢者の方々の手を引いて遊びに誘う姿も見られまし 

た。子どもたちの人と関わる順応性の高さに感心しました。 

今の鶴岡市では、人口が減少しているのに世帯数は増加しています。 

つまり、核家族世帯が多くなっています。年齢の違う人から学ぶことは 

多くあります。園内でも園外でも、こうした異年齢の交流活動を意図的につくり、

子どもたちの成長につながることを願っています。 

さあ、ひょうたんプールでの水遊びも始まりました！五感をフルに使って、様々

な人・事に出会い、経験して、ぐんぐん成長していく子どもたちの毎日です。 

（文：園長 鈴木 郁生） 


